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特集

１．はじめに

島根県西部（石見地方）において活動を行ってい

る事業主団体電気電子グループ傘下の企業において，

製品の高度化，高付加価値化および人材の高度化に

取り組んでいる。現在はＬＥＤパネルの生産を大手

電器メーカー相手に行っている。

数年前より同団体向けに能力開発セミナーの実施

や相談援助を行ってきた。それら支援のなかから，

新たな企業戦略の一環として，独自の製品開発，そ

れに伴う技術の向上，および技術者の育成が要望と

してあげられた。

そこで，これら要望を事業主団体研究開発事業

（以下Ｆ方式）として，団体傘化企業へのＬＥＤ広告看

板の製品化モデルの製作として取り組むことにした。

２．ＬＥＤとは

近年，青色ＬＥＤが注目を集め，光の三原色ＲＧ

Ｂの完成に伴いフルカラー表示が可能になったこと

からもそれがうかがえる。また，白色ＬＥＤを使用

して，従来の蛍光灯の代わりに電飾看板の光源とし

ての使用も出てきている。

特徴としては以下のものがあげられる。

・最近のＬＥＤは高輝度タイプの種類も多く，屋内

外を問わず幅広く使える。

・ＬＥＤは寿命が長く，耐衝撃性や耐候性に優れて

いるため，メンテナンスの必要がほとんどない。

・ＬＥＤはネオン看板などと比べると消費電力が少

なくてすむ。

信号機・自動車のライトで使用され，今後も市場

における需要が見込めると考えられる。

３．開発概要

団体傘下企業が生産開発しているＬＥＤを用いた，

大きさ，ドット数，色数などの違う多種多様のＬＥ

Ｄパネルの開発を行っている。そのなかより今回，

は24ドット×24ドットのＬＥＤパネルを使用して製

品開発を行うことにした。仕様・写真を表１および

図１に示す。
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ドット構成 24dot×24dot

サイズ 60.96mm×60.96mm

　　　 順方向電流 15mA

　　　 ピーク順電流 100mA

　　　 順方向電圧 ３Ｖ

　　　 許容損失 5.5Ｗ 

　　　 動作温度 －20～＋50℃

ピーク発光波長 567nm

推奨動作電流 40～60mA

　　　 順方向電圧 2.0Ｖ

　　　 順方向電流 10mA

　　　 輝度 1700cd/m2

　　　 順方向電流 10mA

　　　 逆方向電流 100μA

     　　　斜め方向からの文字認識が可能である
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表１　ＬＥＤパネルの仕様



４．基本方針

①　ＬＥＤパネルのみでの販売ではなく，制御装置

も含めた１システムという形での製品化モデルの

作成を行う。

②　顧客のことを考え，専門知識がなくても抵抗な

く安易に操作ができる仕様にする。

③　今回のＦ方式で培われた技術を応用し，担当者

自身でさらなる改良が可能となるように支援する。

以上３項目を念頭に置き，製作を行う。

５．制御装置

まず，ＬＥＤパネルにおいて列単位でデータを表

示させるように，データの扱いを図２および図３の

ように設定を行った。

つまり，１列分を３アドレスで表すようにし，基

盤の作成を行うものとした。

ＬＥＤパネルのブロック図を図５に示す。

行デコーダとして74HC138，行ドライバとして

2SA1300を使用した。

ＬＥＤの動作電流は40mAとし，ＬＥＤ用定電流

ドライバとして８ビット用（東芝TB62705CP）を１

枚のパネルで３個使用している。TB62705CPは，８

ビットの電流値を可変可能な定電流回路と，これを

オンオフ制御する８ビットシフトレジスタ，ラッチ，

およびゲート回路から構成された定電流ＬＥＤドラ

イバである。

片面基板としたことから，ＬＥＤモジュール以外

にかなりのスペースを必要とした。一部はＬＥＤモ

ジュールの下へ配置している。写真を図４に示す。

マイコンからは，行デコーダへの出力のほか，Ｌ

ＥＤのオンオフ制御，ラッチ制御，データ出力，お

よびクロック発生である。タイミングチャートを図

６に示す。

ＤＡＴＡ（シリアル）はＣＬＫの立ち上がり時に

読み込まれ，次のＣＬＫによりシフトされる。C1～

C72までデータを入力した後，ラッチを一旦オフに

すると入力されたデータが表示される。ラッチを再

びオンにし，行デコーダの入力をインクリメントさ

せ，24行分繰り返すと３枚分のデータが表示される。
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図１　ＬＥＤパネル
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図２　表示器の対応関係例

 列 アドレス    　データ 

 C1 00000000 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

 C1 00000001 G9 G10 G11 G12 G13 G14 G15 G16

 C1 00000010 G17 G18 G19 G20 G21 G22 G23 G24

 

 C24 01000110 G9 G10 G11 G12 G13 G14 G15 G16

 C24 01000111 G17 G18 G19 G20 G21 G22 G23 G24

・
・
・

図３　表示データ構成

図４　側面図



６．ソフトウェア

今回はパソコンを使用して設定の変更を行うとい

う前提，および安易に設定変更を行わなければなら

ないという点を考慮し，ＧＵＩベース（日本語入

力・マウス操作）で設定ができるようにすることと

した。

６.１　文字の扱い

ソフトウェアベースでパターンを作成し，文字を

表すこととした。

１文字の使用ドット数を16ドット×16ドットまた

は24ドット×24ドットを使用される場合が多いが，

今回は１パネル当たりの使用効率を考え，３文字×

３文字までの表示が行えるよう，８ドット×８ドッ

トを１文字とし，行うこととした。

６.２　データの扱い

データの扱いをＬＥＤパネルの列単位で行ってい

るため，データとアドレスの位置関係を式1に当て

はめて求めることとした。

（（A－1）×24）+（B－1）+（C－1）×3・・・1

Ａ：文字の列番号

Ｂ：文字の行番号

Ｃ：ビットパターンの列番号

６.３　文字認識

認識から表示まで簡易的な流れを図８に示す。入
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図５　ＬＥＤパネルのブロック図
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図６　タイミングチャート

図７　ハード完成図



力文字を基本ビットパターンに対応させ，最終的に

ドットパターンとして表示を行うようにした。

６.４　文字サイズ変更

単純文字サイズ変更とし，横倍角・縦倍角機能で

対応を行う。仕組みを図９に示す。ビットパターン

をｎ倍する方法を採用した。

６.５　スクロール

ループのスタートアドレス位置を移動させること

によって行わせる。あわせて，タイマー機能を使用

し速度の調整も付加させた。また，無表示よりのス

クロールにおいては00000000のデータを先頭部およ

び最後部に式2のアドレス分付加を行うものとした。

（3×24）×ｎ・・・2

ｎ：パネル枚数

６.６　色変更

今回，文字の扱いはソフトベースによるビットパ

ターン識別を行っているため，色の変更は図10に示

すようにビットパターン（０，１）を反転すること

によって容易に実現した。

以上の機能を容易に実現できるように作成したイ

ンターフェース画面を図11に示す。

７．おわりに

今回の研究開発にて製作したＬＥＤシステムは，

当初計画の制御装置，およびソフトウェアの制作を

行うことができた。

今後の展開として，使用用途によって付加機能の

充実など，まだまだ改善の余地を多々残している。

最後に共同研究開発を行うに当たり関係企業の方々

に深く感謝いたします。
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図８　認識の流れ

図10 色変更

図９　文字サイズ変更

図11 インターフェース


